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 そういえば、まだ社会保障国民会議に出席しています。 

尾瀬にいたら夜、連絡が入り・・・ 

その後いくつかやりとりがあって、次を伝える。 

 

明日の雇用年金分科会から出席でいこう。 

ただし、「権丈の言動はコントロール不能で、みんな困っている。 

権丈の言動は、社会保障国民会議の方針とは独立なもの。 

いずれもし、与野党協議にはいる芽が出てきたときは、できれば権丈は切

りたい」くらいの再確認をしてもらいたい。 

医療介護分科会について少々誤解があるというのならば、出席して誤解かどうかを

見極めよう。 

この展開が、誰にとって吉と出るのか凶と出るのか――遊んでみるのも一興かと。 

 

言うまでもなくこの間、余人をもって代え難いなどという普通に使われるウソの話はな

かった。そんな話がでていたら、僕は「口が曲がっているヨ」と応えていただけ（笑）。 

 

 

ということで、今日もみんなが困りそうなことでも書いて遊ぶか。 

 

 

さて、マニフェスト選挙の家元イギリスには、財源の裏付けのない公約を揶揄するウィ

ッシュリストという言葉がある。しかしながら、この国にはそういう概念がまったくない

ためか、ウィッシュリストに相当する言葉はどこにもみあたらない。 

  

 ところで今週は、『中央公論』7 月号をバッグに入れて、人に会う度にここを読んでご覧

よと薦め、講義の度に次頁の「小沢路線に現実性はあるのか」の箇所を読み上げて遊んで

いた。 

 

http://www.chuko.co.jp/koron/


 



 



 三田の講義では、昨年社会政策学会や、自民党の財政改革研究会での報告に使った次の

パワーポイントも紹介した。 
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民主党の財源政策

• 現行制度基礎年金への国庫負担2分の１までは、
国庫負担として当てにしている。

• 丹羽雄哉議員（自民党） 於 2005年4月22日「両院合同会
議」

– 民主党さんのマニフェストを拝見しますと、要するに、徹
底して予算のむだ遣いにメスを入れることによって捻出し
ていく、こういうことを主張なさっておるわけでございます
が、民主党さんのマニフェストによりますと、足下で2兆円
7千億円に上る巨額な費用が必要になるわけでございま
す。これを、具体的にどのような財源を削減することに
よって2分の1を捻出するのか、これについてお答えいた
だきたいと思っております。
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民主党の打ち出の小槌

• 答えて枝野幸男議員（民主党）

–難しいことではありません。政権をかえていただ
ければ、やる気があるかどうかという問題であっ
て、予算の組立方の枠組みで、今のように各役
所の積み上げ方式で予算編成している限りは大
胆な予算配分の変更は不可能です。枠組みを
しっかりと決めて、その枠の中でやれということで
上からおろすというやり方をすれば簡単にできる
ことだというふうに思っています。一度任せていた
だければ実現をいたします。
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民主党の打ち出の小槌

• 2007年７月１日の党首討論の一場面

• 安倍首相
– まず、小沢さんにお伺いしたいわけだが、基礎年金すべて消費税で
まかなうとすると、新たに１６兆円必要になってくるわけだが、小沢さ
んは、消費税上げないとおっしゃっている。私は、消費税を上げなくて、
そんなことができるわけないと思うが、小沢さんの考えを。

• 小沢代表
– 財源についての質問だと思う。私どもは、今の日本の中央官僚機構
を中心とした統治の仕組みをまったく替えなくてはいけないという観
点に立っている。したがって、今の行政、統治の仕組みを前提として
考えられると、こっちの財源、こっちはという話になってしまう。私ども
はこれを変える。
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民主党の打ちでの小槌
• 2006年12月「政策マグナカルタ」

–消費税は全額年金財源(基礎部分)に充当する。

–消費税は、現行の税率5%を維持し、税収全額を
年金財源(基礎部分)に充当する。

• しかし、現行の消費税の使途は次のように決
まっている 消費税５％(約11兆円）

地方受け
取り分

基礎年金、老人医療、介護 地方交付税

2.82% 1.18% 1%

 

 

 僕が 2007 年 10 月 24 日に自民党の財政改革研究会で話をした、上記「民主党の打ち出の

小槌」という言葉が、後に、財政改革研究会の中間取りまとめの中で、民主党批判として

の埋蔵金伝説に変わっていったという説もあるらしいのだが、定かなことはわからない。 



 

財政改革研究会「中間取りまとめ」（2007 年 11 月 21 日）4 頁 

  

そして今年に入った新年早々に、次のような文章を書くことになる。 

「勿凝学問 129 政権奪取、民主党の確かな手応え？――無責任なことを言えば言う

ほどうまくいく」より 

いつもながら財源問題なしの「人気とりだけ」で勝負をしようとする民主

党はあたま痛いねという会話のなかで、いつのまにか、「彼らに政権でも獲ら

せないとあの政党はどうしようもないですよ」という流れができていた。 

民主党の言うことを素直に信じる層はそれはそれでいるのかもしれない。け

れども、野党第１党が「人気とりだけの公約」を掲げ続けているのはこの国

の危機と判断できる層のなかに、「彼らに政権でも獲らせないと・・・」とい

う流れが出はじめているのが、わたくしにとってなんとも興味深い。 

ひょっとして彼ら民主党は、そうした流れになるのをねらった高等戦術を

とっているのかもしれない――彼らが無責任なことを言えば言うほど、政権

奪取に確かな手応えが生まれてくる（笑）。いやはや、この国の民主主義のレ

ベルはなんとも(T_T)ﾄﾎﾎｯ 

 

 今回の前原発言は、この国の民主主義がわずかに一歩でも前進するためには、必要不可

欠だったな――などというのが、講義での話。ちなみに講義とは、健康マネジメント研究

科向け「公共政策・財政学入門」（於 信濃町）、商学部・法学部向け「社会保障論」（於 三

田）――何をはなしているのやら。。。 

 

 最後にとにかく・・・「勿凝学問 36 どの世界にもいるはずの気概のある異端たちへ」よ

り 

投票者は、合理的に行動する結果、公共政策には無知になるという、投票者の合

理的無知を前提として、思考をスタートする。彼ら投票者は、手軽に得られる情報

かつ理性よりも感情に訴えられた情報をもとに、公共政策に対して（ひとりひとり

がそれなりの）意見をもつことになる。合理的無知な投票者に、お手軽で感情に訴

える情報を提供するのは、主にメディアである。彼らメディアは、ライバルと熾烈

な競争を展開しながら販売数や視聴率の極大化行動をとっていると仮定する。この

メディアは、しばしば世論調査なるものを行ったりするのであるが、世論調査はメ

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare129.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare129.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare129.pdf
korunakare36.pdf


ディアが発した情報を鏡に映したものに過ぎないことに、メディアはまったく気づ

いていないか、気づいていないふりをしたりもする。 

・・・ 

公共政策を作成する政治家は、次期選挙における得票率極大化行動をとっている

ものと仮定する。そして、政策形成に、時にはけっこうな影響力をもつ研究者たち

は、論文数極大化行動、もしくは知名度極大化行動をとっていると考えておく。 

メディアも、政治家も、研究者も、投票者に代表される国民の幸せなどには関心

はなく、国民が完全情報をもたない合理的無知な状態であることにつけこんで、自

らの目的関数を極大化させるために、あれやこれやの情報戦略を展開する――とい

う絶望的人間モデルを思考の基礎におく。このモデルにもとづけば、それぞれ違っ

た形で情報を司る職業であるメディア・政治家・研究者たちの基本戦略は、ひたす

らに不幸な国民を創り出すという戦略に集中することになる・・・。（余談となるが、

だから、本当はこれら専門情報を司る職業では、専門家としての倫理規制がとても

重要になるはずなのである）。 

・・・ 

ところで、この雑文のタイトル「どの世界にもいるはずの気概のある異端たちへ」

にあるように、上で定義したメディア、政治家、研究者、そしてひろくは投票者の

行動原理からはみ出してしまった異端たちにわたくしの関心はあり、いつでもどこ

でも、そうした異端にむけて、文章を書き、話をするのを面白いと思っている。世

の中に、先に論じた絶望的人間モデルから逸脱した変わり者でもいなければ、研究

という職業などつまらなさすぎる。ようするに、わたくしの仮説が 100％の説明力を

もってしまえば、わたくしが望ましいと思う方向への世の中の改善の余地はゼロと

なるのである。 

わたくしが構築したいと思っている「再分配政策の政治経済学」は、絶望的人間

モデルにもとづいて、過去現在未来の出来事の真相を予測はするが、その説明力が

100％となることを決して学問上の完成形態とは想定していない。むしろ、「再分配

政策の政治経済学」は、絶望的人間モデルから逸脱する人間が世に存在しているこ

とを前提としており、彼らに語りかける形で、社会の改善を期待する。そういう学

問なのである。 

もし現実が、長期にわたって絶望的人間モデルで説明しきれる絶望的社会なので

あれば、わたくしにとっては社会科学の研究職などあまり魅力的な仕事ではなくな

るであろう。その時は、次世代に気概のある異端が生まれることを期待して、学生

たちと毎日おもしろおかしく遊んでいる方がはるかにましである（笑）。 
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